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提供機関：北陸大学

科
目
名

国際社会論 授業形態 開講期間 9月28日～ 1月25日

英文科目名 Sociology of transnational relations
①対面授業

開講時間 木曜日 第4講時 19：10 ～ 20：40
②オンライン授業

受
講
定
員
等

担 当 教 員 温井　鋼哲（ぬくい　こうてつ）
③対面・オンライン併用

開講場所
石川県政記念しいのき迎賓館3階

セミナールームA復習用ビデオの録画・配信

単位数　2単位

定員数　定員無し

特別聴講学生等定員　定員無し

科目等履修生定員　定員無し

シティカレッジ聴講生定員　定員無し

定員超過時の選考方法等　特になし

成績評価の

方　　　法

課題レポート50％

発表・討論30％

授業参加度20％

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

10,000円

科
目
の
内
容

　本授業を通じて，一人の人間として，日本人として，または地球市民として，グローバル化する世界の中で，如何に国際社会を理解
し，国際社会と付き合っていくかについて学ぶ。国際社会には国家間の複雑な関係，そして国内における様々な民族・宗教による葛藤・
紛争や戦争があり，世界的に貧困問題や経済格差，移民問題による対立，地球環境問題，ジェンダー問題，地域統合など様々な問題や
課題について，わかりやすく行使するとともに，アクティブ・ラーニング形式で，受講者との双方向のディスカッションなどを重視す
ることによって，受講者が楽しく国際社会の諸問題について勉強し，考えることができることを目指す。
　第１回　イントロダクション 第２回　20世紀の国際関係をどう理解するのか
　第３回　グローバリゼーション光と影 第４回　国際連合とSDGｓ
　第５回　ヒトの移動問題をどう考えるのか 第６回　経済格差と貧困が再生産される構造をどう見るのか
　第７回　人口問題と食糧問題とは？ 第８回　国際社会におけるジェンダー問題
　第９回　現代の安全保障をどう読むのか 第10回　日本と東アジア経済統合
　第11回　日本と朝鮮半島の関係 第12回　EUの経済と日欧経済関係
　第13回　日米関係の歴史と現状 第14回　日中関係の歴史，現在と未来
　第15回　期末発表

その他特記事項

授業担当教員紹介 URL https://kklig.exblog.jp/

ホームページ・メールアドレス等 E－mail k-li@hokuriku-u.ac.jp

提供機関：金沢大学

科
目
名

シェルスクリプト言語論２ 授業形態 開講期間 9月28日～ 1月25日

英文科目名
Lecture on POSIX Centric Shellscript 
Programming 2

①対面授業
開講時間 木曜日 第4講時 19：10 ～ 20：40

②オンライン授業

受
講
定
員
等

担 当 教 員 大野　浩之，松浦　智之，森　祥寛
③対面・オンライン併用 ◯

開講場所
石川県政記念しいのき迎賓館3階

セミナールームB復習用ビデオの録画・配信 ◯

単位数　2単位

定員数　20名

特別聴講学生等定員　

科目等履修生定員　

シティカレッジ聴講生定員　

定員超過時の選考方法等　受付順

成績評価の

方　　　法
授業で課したレポートで評価する。

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：金沢大学で確認

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

教員の

指示に従う
9,800円 28,200円 29,600円

教員の

指示に従う
10,000円

科
目
の
内
容

　皆さんの中で，プログラミングを勉強して，さまざまなプログラムを作成したいと考えたことのある方は，どれだけいる
だろうか？　しかし，どのように学んで良いか分からない。JAVA ？　Python ？　R ？　Oracle ？　PHP ？　C ？などと言わ
れても，何を学んで良いか分からない。そんなこともあるでしょう。特に，多くのプログラミング言語では，1，2年毎に大
きなバージョンアップなどがあり，その前後で作成したプログラムが動かなくなったり，新しいプログラムが作れなくなっ
たりします。
　そこで本講習では，古くから存在し，今もほとんど変わること無く使用できる「POSIX環境におけるシェルスクリプト」を
使ったプログラミング手法について学習をしていきます。シェルスクリプトは，UNIXやLinuxと呼ばれるOSにおいて，システ
ム操作などにも使用されるもので，多くのコマンドから形成されるものです。それ故に最近のプログラミング言語ほど派手
なことはできませんが，古くから変わらず存在するため，これから先も長く長く使用可能です。また，シェルスクリプトは，
プログラミングに限らず，LinuxやWindows10，macOSなどをコマンドから操作するときに使用できます。シェルスクリプトを
十全に使用できるようになると，研究活動を始めとする，さまざまな業務処理に，これまでとは違う視点からの作業環境を
与えることができます。
　授業では，受講者は，このPOSIX環境におけるシェルスクリプトについて，新しい視点で学ぶとともに，「すべてのUNIXで
25年後も動く普遍的なプログラム」を書く方法について会得し日頃の問題解決に適用できるようになることを目標とします。

その他特記事項

受講者は，対面で受講する場合
（クラウド時代の「ものグラミ
ング」概論と併せて受講するな
ど）は，ノートパソコンを持っ
てくること。
なお，シェルスクリプト言語論
２だけを受講する場合などは，
オンラインのみで受講しても
良く，その際は，受講場所にあ
わせてノートパソコンやデス
クトップパソコンを使用する
こと。

授業担当教員紹介 URL

ホームページ・メールアドレス等 E－mail


